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従業員の雇用の維持に腐心して
　大仙市北楢岡の道の駅「かみおか」
近くの国道沿いに「心紬（こころつむ
ぎ）」がオープンしたのは今年の４月
27日。着物地をリメイクした洋服や
小物を並べる店だ。
　この店にはちょっとした“誕生秘
話”がある。オーナーの黒川恵美子
さんのご主人は電子部品製造会社

（有）黒川電子を経営していて、恵美
子さんも専務として会社の経営に
携わっていた。近年の不況で本業の
仕事が大きく減っていく中で、従業
員の雇用を守るための手を打つこ
とが急務になっていた。そこで浮上
してきたのが、恵美子さんの趣味の
着物に関係した新規事業というア
イデアだった。

会社から分離して独立した事業に
　２年ほど前に電子部品工場の一角
を使って会社の縫製部門としてス
タートさせ、着物地をリメイクして
洋服や小物をつくって試験的に桜
のシーズンの角館で簡易の店舗を
構えて販売したら売れ行きはまず
まずだった。そこから少しずつ委託
販売先を増やしていって事業とし
ての見通しを立てながら、現在は会
社から分離して、独立した事業の形
態をとっている。
　「まったく新分野の事業の立ち上
げだったので、あきた企業活性化セ
ンターのワンストップ移動相談を
利用し、専門家のアドバイザーの先
生を紹介していただいて、先生から
仕入れ先を教えてもらったり店舗
づくりをアドバイスしてもらって、
念願だったゴールデンウィーク前
のオープンにこぎ着けることがで
きました」（黒川オーナー）

差別化を図って規模拡大を目指す
　もう少し待てば利用できた公的
融資制度もあったが、個人相手の商
売は最初に勢いをつけるのが大事
だというオーナーの判断で、ゴール
デンウィーク前の開店にこだわっ
た。結果的に、人出の多い時期に店を
開いたことですぐ人の目にとまり、
その後繰り返して来店してくれる
お客もできて、設定していた当初の

電子部品製造会社が着物のリメイク事業に進出するという意外性
のある展開の裏には、不況で仕事が減っていく中でも従業員の雇用
を守っていかねばならないという経営者夫婦の思いがあった。一般
に仕事に趣味を持ち込むのは善し悪しだが、ここでは社長夫人の着
物趣味に経営上の問題解決の糸口を見出そうとしている。

センター事業活用事例
ワンストップ移動相談

工房は電子部品製造工場の余剰になったスペースを利
用している。従業員は５名。安心して仕事を任せられる
頼もしいスタッフばかりだ。

飛び込みの客を当て込んで国道沿いに店舗を構えた
（写真上）
ご主人で黒川電子社長の黒川次雄氏、店長と並ぶ黒川恵
美子オーナー［中央］（写真下）

売り上げ目標はひとまずクリアす
ることができた。
　従業員の雇用を維持するという
そもそもの狙いにも一定のめどが
ついたが、今後は待遇面も考えてい
かなければならないので、生産量を
増やして卸しもして、売り上げを伸
ばしていきたいと考えている。
　着物地をリメイクするというビ
ジネスは先行事例もあるが、抑えた
価格設定で差別化を図っていきた
いと言う。

手作り工房　心紬

開拓者精神で若くして起業
常に将来を見据える
AUTO-BODY 阿部

旺盛な独立心で二十代で創業
　鹿角市毛馬内の国道282号沿
い に あ る 自 動 車 車 体 整 備 工 場

「AUTO-BODY阿部」は、創業が平成
10年、創業社長の阿部隆さんは40
歳という若い企業だ。
　独立心の旺盛な阿部さんは、人に
雇われるよりは自分で社長になろ
うと18歳の頃には起業を決意し、
25歳でそれを実現した。
　独立するまでの間は、「場所は変え
ても職は変えるな」と自分に言い聞
かせて、４社ほどで会社勤めをした
が一貫して自動車関連の仕事に就
いた。この“修業期間”で自動車の鈑
金塗装から整備、販売まで幅広く経
験できたことが、独立後の事業展開
の大きな原動力になった。

将来を見据えた経営戦略を練る
　自動車整備工場は、同業者も多く
限られたパイの奪い合いになりが
ちだが、阿部さんは、今を辛抱すれば
近い将来には目鼻がつくと考えて
いる。
　「今の整備工場経営者の多くは終
戦直後生まれのいわゆる“団塊の世
代”で、ほとんど60代です。後継者が
いないところも多く、また、団塊世代
以降は景気のいい時代でもあったの
で、今50代の整備工場経営者という
のはほとんどいません。つまり、業界
が何年後かに世代交代の時期を迎え
ると、私らの出番になってくるので
す」（阿部代表）
　必ずやってくるその時期のため
に、今のうちに力を蓄えておこうと
いうのが阿部代表の考えだ。そのた
めに、秋田県から経営革新計画の承
認を受け、あきた企業活性化セン
ターの設備貸与制度を活用して、自
動車塗装ブースと門型二柱リフトを
導入した。最新の設備の導入と阿部
代表自身の持つ高い技術力が評価さ
れ、保険会社の指定工場の契約も複
数取りつけている。

後進を育成する手間も惜しまない
　自動車整備というのは労働集約
産業である。腕の立つ従業員の確保
あるいは育成が経営の成否を握る。
それについても阿部代表には一家

18歳で社長になることを決意した若き経営者は、自分自身の職
業的スキルを磨きながら、時間軸で経営戦略を練る。将来、業界
にどのような変化が訪れるか。あるいはまた、自分の会社の将来
をどのようにしていきたいのか。そのような考え方をすると、今
やっておくべきことが見えてくる。

センター事業活用事例
H19年度設備貸与制度

設備貸与制度を利用して導入した門型二柱リフト

社屋全景（写真上）
自身や従業員の健康保全と作業効率向上を図って、塗装
用具の管理も入念に。（写真下）

着物地でつくられているとは思えないような洋服や小物が所狭しと並ぶ

鈑金塗装・整備・販売と、車のことならなんでもこなせる自信があるという
阿部代表。設備貸与制度による完全集塵装置型塗装ブースの導入で保険会
社指定工場の契約を取りやすくなった。

言ある。
　「連合艦隊司令長官・山本五十六に

『やってみせ、いって聞かせて、させ
てみて、褒めてやらねば人は動かじ』
という言葉があります。まさにその
通りだと思い、私もそれを実践し、仕
事を任せられる人材を育てたいし、
将来は独立できるくらいに力をつけ
させてやりたいと思っています」
　常に近い将来を見据えた経営戦略
を練るのが、この会社のスタイルと
言えるだろう。

〒018-5334 
秋田県鹿角市十和田毛馬内字下タ道19-10
Tel.0186-35-2120 
Fax.0186-35-5612
E-mail autobody@crocus.ocn.ne.jp

AUTO-BODY 阿部
オ ー ト 　 ボ デ ー

BICAkita04  BICAkita 05
2012.07 2012.07


